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民
間
路
線
バ
ス 

  中
国
バ
ス
（
暫
定
運
行
）
 

  
 

井
笠
鉄
道
の
路
線
廃
止
に
よ
る
暫

定
運
行
に
伴
い
減
便 


 

井
原
～
笠
岡
線
で
、
井
原
市
民
病

院
前
を
発
着
す
る
便
を
新
設 

   

井
原
市
内
で
の
１
便
あ
た
り
利

用
者
数
（
平
日
・
休
日
を
合
わ
せ
た

平
均
）
は
、
井
原
～
笠
岡
線
が
13
・

０
人
、
井
原
～
福
山
線
が
５
・
４
人

で
あ
り
、
減
便
の
影
響
等
に
よ
り
前

回
よ
り
も
増
加
し
て
い
ま
す
。 

 

暫
定
運
行
開
始
前
に
行
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
（
Ｈ
23
年
10
月
実

施
）
で
は
、
減
便
へ
の
対
応
と
し
て
、

井
原
～
笠
岡
線
で
は
「
バ
ス
を
利
用

す
る
時
間
を
ず
ら
す
」、
井
原
～
福

山
線
で
は
「
別
の
交
通
手
段
を
利
用

す
る
（
主
に
鉄
道
）」
と
い
う
回
答

が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

       

 北
振
バ
ス
 

  
 

高
校
生
が
部
活
後
に
バ
ス
で
帰
れ

る
よ
う
、
井
原
、
矢
掛
か
ら
の
最

終
便
を
19
時
台
に
繰
り
下
げ 


 

芳
井
地
区
の
一
部
の
便
を
芳
井
支

所
発
着
に
変
更 

      

 
 

芳
井
地
区
の
土
日
祝
日
の
朝
夕
の

便
を
減
便 


 

井
原
～
美
星
間
の
経
路
統
合 


 

美
星
地
区
の
井
原
あ
い
あ
い
バ
ス

及
び
ス
ク
ー
ル
バ
ス
一
般
混
乗
全

便
と
の
接
続
確
保 


 

芳
井
支
所
及
び
美
星
支
所
の
拠
点

化
（
支
所
ロ
ビ
ー
等
の
活
用
） 

   

井
原
市
内
で
の
１
便
あ
た
り
利
用

者
数
は
、
井
原
～
芳
井
方
面
は
、
一

般
客
や
、
小
学
生
、
高
校
生
の
利
用

増
に
よ
り
、
前
回
の
２
・
８
人
か
ら

３
・
３
人
に
増
加
し
て
い
ま
す
。 

  

井
原
～
美
星
方
面
は
２
・
８
人
で

前
回
と
同
数
で
す
が
、
平
日
に
１
往

復
２
便
を
増
便
し
て
い
る
た
め
、
平

日
の
総
利
用
者
数
は
高
校
生
の
利

用
増
等
に
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。 

 

美
星
～
矢
掛
方
面
は
１
・
４
人
で
、

前
回
と
同
程
度
で
す
。 

 

 備
北
バ
ス
 

  
 

運
行
経
路
を
、
佐
原
、
与
井
経
由

か
ら
、
芳
井
支
所
、
さ
く
ら
団
地

経
由
に
変
更 

   

平
日
の
み
運
行
の
井
原
～
高
梁

線
の
井
原
市
内
で
の
１
便
あ
た
り

利
用
者
数
は
１
・
６
人
で
、
前
回
と

同
程
度
で
す
。 

     

 
前回(H23年11月) 今回(H24年11月)

便数 利用者数 便数 利用者数

井原～笠岡線 52 便 9.7 人 36 便 13.0 人

井原～福山線 58 便 4.7 人 19 便 5.4 人

*H23年11月は、井笠鉄道による運行 

【中国バス（暫定運行）の 1便あたり利用者数】

【北振バスの 1便あたり利用者数】 

 
前回(H23年11月) 今回(H24年11月)

便数 利用者数 便数 利用者数

井原～芳井方面 38 便 2.8 人 38 便 3.3 人

井原～美星方面* 10 便 2.8 人 12 便 2.8 人

美星～矢掛方面 23 便 1.6 人 23 便 1.4 人

*井原～美星方面の利用者数は、平日のみの集計結果 

【備北バスの 1便あたり利用者数】 

 
前回(H23年11月) 今回(H24年11月)

便数 利用者数 便数 利用者数

井原～高梁線 4便 1.5 人 4 便 1.6 人

*平日のみの集計結果（土日祝日は運休） 

市
内
に
は
、
バ
ス
や
鉄
道
な
ど
の
様
々
な
公
共
交
通
が
走
っ
て
い
ま
す 

今
号
で
は
、
バ
ス
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
、
１
年
前
の
調
査
結
果
と
の
比

較
を
中
心
に
ご
紹
介
し
ま
す 

市
内
を
走
る
バ
ス
の

 
 
 
利
用
状
況
に
つ
い
て
 

前
回
（
Ｈ
23
年
11
月
調
査
）

か
ら
の
変
更
点
 

前
回
（
Ｈ
23

年
11
月
調
査
）

か
ら
の
変
更
点
 

利
用
状
況
 

利
用
状
況
 

前
回
（
Ｈ
23
年
11
月
調
査
）

か
ら
の
変
更
点
 

利
用
状
況
 

 11 月に実施した 7 日間（平日 5
日・土曜日・日曜日）の調査の集
計結果 

 便数は平日の便数 
 利用者数は、当該路線の市内区間
における 1便あたり利用者数 

裏面に、井原あいあいバスの 
利用状況を掲載しています。 

表
の
見
方 
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井
原
あ
い
あ
い
バ
ス 

 全
体
の
利
用
状
況
 

 

平
成
23
年
度
の
総
利
用
者
数
は

４
万
４
千
人
で
、平
成
22
年
度
と
同

程
度
で
す
。 

 

大
部
分
を
占
め
る
井
原
地
区
７

路
線
の
利
用
者
数
は
４
万
人
で
、
こ

こ
数
年
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

 

芳
井
地
区
の
利
用
者
数
は
３
千

人
で
、
こ
こ
数
年
は
わ
ず
か
な
が
ら

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

 

美
星
地
区
の
利
用
者
数
は
１
千

人
で
全
体
に
占
め
る
割
合
は
小
さ

い
で
す
が
、
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 

 

 地
区
別
の
利
用
状
況
 

 

井
原
地
区
は
、「
野
上
線
」
と
「
ぶ

ど
う
の
里
線
」
の
利
用
者
数
が
１
便

あ
た
り
10
人
前
後
と
比
較
的
多
く
、

そ
の
他
の
路
線
は
概
ね
５
人
程
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

芳
井
地
区
は
、「
天
神
峡
線
」、「
ご

ん
ぼ
う
村
線
」
の
２
路
線
と
も
、
５

人
弱
の
利
用
が
あ
り
ま
す
。 

 
美
星
地
区
は
、「
黒
木
・
星
田
線
」、

「
黒
萩
・
八
日
市
線
」、「
鬼
ヶ
嶽
線
」

の
い
ず
れ
も
、
１
人
を
下
回
っ
て
い

ま
す
。 

    

                                     

   

バ
ス
体
験
学
習
会
の 

開
催
を
幼
稚
園
に
拡
大 

 

井
原
市
公
共
交
通
会
議
で
は
、
子

ど
も
た
ち
に
バ
ス
に
親
し
ん
で
も

ら
い
、
バ
ス
の
将
来
的
な
維
持
継
続

に
向
け
た
利
用
促
進
に
繋
げ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
井
原
市
内
の
小

学
校
、
本
年
度
か
ら
は
幼
稚
園
へ
も

対
象
を
拡
大
し
て
「
バ
ス
体
験
学
習

会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

本
年
度
は
１
月
ま
で
に
荏
原
小

学
校
、
西
江
原
小
学
校
、
木
之
子
幼

稚
園
、
井
原
幼
稚
園
で
開
催
し
ま
し

た
。
小
学
生
、
幼
稚
園
児
は
実
際
の

車
両
を
使
っ
て
乗
降
方
法
や
、
乗
車

マ
ナ
ー
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。 

             

         

参
加
し
た
小
学
生
、
幼
稚
園
児

か
ら
は
、
「
バ
ス
の
ミ
ラ
ー
は
何

個
あ
り
ま
す
か
？
」
と
い
っ
た
質

問
や
、「
ま
た
バ
ス
に
乗
り
た
い
」

と
い
っ
た
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

今
後
も
、
小
学
校
、
幼
稚
園
か
ら

の
申
込
み
に
応
じ
て
開
催
す
る
予

定
で
す
。 

             

【井原あいあいバス（井原地区）の1便あたり利用者数】

 
H22年度 H23年度 

便数 利用者数 便数 利用者数

田中美術館線 4便 3.3人 4便 3.8人

嫁いらず観音線 7便 5.0人 7便 4.9人

馬越恭平線 7便 4.1人 7便 4.4人

北条早雲線 4便 5.7人 4便 4.9人

野上線* 3便 9.4人 3便 9.8人

ぶどうの里線* 2便 12.3人 2便 11.6人

子守唄の里線* 2便 6.8人 2便 5.7人

*隔日運行の路線 

【井原あいあいバス年間利用者数の推移】

利
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み 

【井原あいあいバス（芳井地区）の1便あたり利用者数】【井原あいあいバス（美星地区）の1便あたり利用者数】

 各年度の1年間の総運行便数と利用者数をもとに算出した値
 便数は平日の便数 
 利用者数は、1便あたりの利用者数 

表の見方

 
H22年度 H23年度 

便数 利用者数 便数 利用者数

天神峡線 3便 3.9人 3便 4.0人

ごんぼう村線 2便 4.9人 2便 4.9人

いずれの路線も隔日運行

 
H22年度 H23年度 

便数 利用者数 便数 利用者数

黒木・星田線 1便 0.4人 1便 0.4人

黒萩・八日市線 1便 0.9人 1便 0.9人

鬼ヶ嶽線 1便 0.8人 1便 0.8人

いずれの路線も平日のみ運行 

47 45 49 47 44 44
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